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１
　
は
じ
め
に 

　
所
得
分
配
に
お
け
る
格
差
拡
大
を
日
本
経

済
の
不
平
等
化
と
し
て
世
に
問
う
た
橘
木
（
一

九
九
八
）
以
来
、
日
本
の
社
会
や
経
済
に
お

け
る
人
々
の
間
の
格
差
問
題
が
頻
繁
に
議
論

の
俎
上
に
上
り
、
人
々
の
関
心
を
惹
き
つ
け

て
い
る
。 

 

「
格
差
」
を
め
ぐ
る
近
年
の
議
論
は
、
所

得
格
差
に
代
表
さ
れ
る
「
結
果
の
格
差
」
と
、

学
歴
や
職
業
達
成
に
お
け
る
世
代
間
の
継
承

性
と
い
う
「
機
会
の
格
差
」
に
大
別
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
お
い
て
実
証
研
究

が
進
め
ら
れ
て
き
た（
１
）。
も
と
よ
り
、
格

差
の
計
測
に
は
、
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
係
る

技
術
的
な
問
題
に
加
え
、
対
象
範
囲
や
動
態

的
な
側
面
を
重
視
す
る
か
否
か
な
ど
の
分
析

視
点
の
差
が
あ
り
、
さ
ら
に
政
策
的
対
応
の

必
要
性
に
つ
い
て
も
見
解
の
相
違
が
生
じ
る
。

そ
の
た
め
、
幾
度
と
な
く
議
論
を
整
理
す
る

場
が
設
け
ら
れ
て
き
た（
２
）。
し
か
し
、
こ

う
し
た
事
実
認
識
に
関
す
る
議
論
の
一
方
で
、

人
々
の
「
意
識
」
に
は
、
現
状
へ
の
不
満
と

将
来
に
対
す
る
不
安
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
本
稿
で
は
、
近
年

の
世
帯
間
の
所
得
格
差
を
巡
る
議
論
を
整
理

し
た
う
え
で
、
最
後
に
一
九
九
〇
年
代
後
半

以
降
の
不
満
・
不
安
意
識
の
上
昇
に
つ
い
て

考
察
す
る（
３
）。 

   

  

２
　
所
得
格
差
の
拡
大 

　
近
年
、
所
得
格
差
に
関
す
る
議
論
が
高
ま

っ
た
背
景
に
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
世

帯
間
の
所
得
格
差
拡
大
の
事
実
が
あ
る
。 

　
図
１
は
、
最
近
二
〇
年
余
り
の
課
税
前
の

世
帯
所
得
格
差
の
推
移
を
ジ
ニ
係
数
で
み
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ジ
ニ
係
数
と
は
、
〇

か
ら
一
の
値
を
と
り
、
そ
れ
が
〇
に
近
い
ほ

ど
格
差
が
小
さ
く
、
一
に
近
い
ほ
ど
格
差
が

大
き
い
と
解
釈
す
る
。
ま

た
、
図
中
の
「
所
得
再
分

配
調
査
」（
厚
生
労
働
省
）

お
よ
び
「
国
民
生
活
基
礎

調
査
」（
同
前
）
で
は
、
全

世
帯
の
格
差
を
、「
全
国
消

費
実
態
調
査
」（
総
務
省
統

計
局
）
お
よ
び
「
家
計
調

査
」（
同
前
）
は
、
二
人
以

上
の
普
通
世
帯
の
格
差
を

表
し
て
い
る
。 

 

図
１
よ
り
、
最
近
二
〇

年
余
り
の
課
税
前
所
得
格

差
の
変
化
に
は
以
下
の
よ

う
な
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。 

 

（
１
）全
世
帯
間
の
格
差

に
つ
い
て
「
国
民
生
活
基

礎
調
査
」
の
計
測
値
を
み

る
と
、
八
〇
年
か
ら
〇
二

年
の
二
三
年
間
に
、
ジ
ニ

係
数
は
〇
・
三
一
五
か
ら

〇
・
三
六
八
へ
一
六
・
八

％
上
昇
し
て
い
る
。
た
だ

し
上
昇
率
は
、
八
〇
〜
八

九
年
で
九
・
八
％
、
九
〇

〜
九
九
年
で
七
・
〇
％
と

な
っ
て
お
り
（
〇
〇
年
以
後
は
、
ほ
ぼ
横
ば

い
）、
八
〇
年
代
の
格
差
拡
大
が
や
や
大
き

い
。
と
り
わ
け
八
〇
年
代
後
半
（
八
六
〜
八

九
年
＝
五
・
五
％
上
昇
）
と
九
〇
年
代
後
半

（
九
五
〜
〇
〇
年
＝
六
・
四
％
）
の
格
差
拡

大
が
目
立
っ
て
い
る
。 

 

（
２
）二
人
以
上
の
世
帯
に
限
っ
た
ジ
ニ
係

数
に
つ
い
て
「
家
計
調
査
」
の
計
測
値
を
み

る
と
、
同
じ
二
三
年
間
で
、
〇
・
二
七
二
か

ら
〇
・
二
九
七
へ
九
・
二
％
の
上
昇
で
あ
り
、

全
世
帯
間
格
差
の
上
昇
率
に
比
べ
る
と
格
差

拡
大
の
程
度
は
小
さ
い
。
こ
こ
か
ら
単
身
世

帯
の
増
加
が
全
世
帯
間
格
差
の
拡
大
に
寄
与

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
二
人
以

上
の
世
帯
で
も
八
〇
年
代
の
格
差
拡
大
が
い

く
ぶ
ん
大
き
く
（
ジ
ニ
係
数
の
上
昇
率
は
八

〇
年
代
が
五
・
五
％
、
九
〇
年
代
は
三
・
四

％
）、
近
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
点
な
ど

は
、
全
世
帯
の
格
差
の
動
向
に
一
致
し
て
い

る
。 

 

（
３
）「
所
得
再
分
配
調
査
」
に
み
る
全
世

帯
格
差
の
動
向
、
お
よ
び
「
全
国
消
費
実
態

調
査
」
の
二
人
以
上
世
帯
の
格
差
も
、
こ
の

二
〇
年
余
り
で
拡
大
傾
向
を
見
せ
て
お
り
、

や
は
り
八
〇
年
代
の
格
差
拡
大
が
大
き
い
。

な
お
、
「
所
得
再
分
配
調
査
」
で
は
、
公
的

年
金
な
ど
の
社
会
保
障
給
付
を
含
ま
ず
、
高

齢
者
世
帯
や
低
所
得
層
の
所
得
が
小
さ
く
な

り
、
一
方
で
退
職
金
を
当
初
所
得
に
含
む
た

め
に
結
果
と
し
て
ジ
ニ
係
数
が
大
き
く
計
測

さ
れ
る
点
に
注
意
を
要
す
る（
４
）。 

　
こ
う
し
た
所
得
格
差
の
拡
大
に
併
せ
て
、

低
所
得
層
の
増
大
を
指
摘
す
る
研
究
も
あ
る
。

例
え
ば
、
大
竹（
二
〇
〇
三
）は
、
全
世
帯
の

「
貧
困
率
」（
全
世
帯
の
所
得
の
中
央
値
の
半

額
未
満
世
帯
の
比
率（H

ead C
ount Ratio

））

は
、
一
九
八
六
〜
九
八
年
に
か
け
て
、
所
得

レ
ベ
ル
で
も
家
計
支
出
レ
ベ
ル
で
も
緩
や
か
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に
上
昇
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
世
帯
主
年
齢
別
で
は
、
八
九
年
以

後
、
二
〇
歳
代
前
半
層
で
「
貧
困
率
」
が
急

激
な
上
昇
を
見
せ
て
お
り
、
九
〇
年
代
後
半

以
降
は
、
二
〇
歳
代
後
半
層
の
そ
れ
も
上
昇

を
示
す
な
ど
、
若
年
失
業
率
の
上
昇
に
伴
う

低
所
得
世
帯
の
増
加
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
従
来
の
議
論
が
、
各
調
査
時
点
の

所
得
フ
ロ
ー
に
基
づ
く
「
静
態
的
」
な
格
差

を
対
象
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
所
得
階

層
の
固
定
化
や
生
涯
所
得
の
格
差
な
ど
、
「
動

態
的
」
な
格
差
の
拡
大
を
懸
念
す
る
研
究
も

現
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
大
竹
（
二
〇
〇

三
）
は
、
生
涯
所
得
の
格
差
を
代
理
す
る
消

費
支
出
額
の
格
差
は
、
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、

所
得
格
差
の
拡
大
ス
ピ
ー
ド
と
同
程
度
か
そ

れ
を
上
回
っ
て
推
移
し
て
お
り
、
と
り
わ
け

五
〇
歳
未
満
の
年
齢
層
で
消
費
格
差
が
拡
大

し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
樋
口
他
（
二
〇
〇
三
）
は
、
同
一
個

人
を
追
跡
し
た
パ
ネ
ル
調
査
を
用
い
て
、
九

〇
年
代
前
半
と
〇
〇
年
前
後
の
所
得
階
層
間

移
動
を
調
べ
て
い
る
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、

夫
の
所
得
ベ
ー
ス
で
も
世
帯
所
得
ベ
ー
ス
で

も
（
ま
た
夫
の
年
齢
を
固
定
し
て
も
）
、
九

〇
年
代
前
半
に
比
べ
て
、
〇
〇
年
前
後
の
所

得
階
層
間
移
動
に
は
、
最
低
所
得
階
層
や
最

高
所
得
階
層
を
中
心
に
固
定
化
の
動
き
が
見

ら
れ
て
お
り
、
「
動
態
的
」
な
格
差
が
拡
大

し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

　 
 

３
　
格
差
の
拡
大
要
因 

　
デ
ー
タ
に
現
れ
た
所
得
格
差
の
拡
大
事
実

に
対
し
て
は
、
そ
の
要
因
の
捉
え
方
と
政
策

的
対
応
の
必
要
性
が
研
究
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
い
る
。
不
平
等
化
が
進
行
し
て
お
り
何
ら

か
の
政
策
的
な
対
応
が
必
要
だ
と
す
る
見
解

と
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
「
み
せ
か
け
の
」

格
差
の
拡
大
に
過
ぎ
ず
、
政
策
課
題
に
な
り

得
な
い
と
す
る
立
場
と
の
間
で
活
発
な
議
論

が
な
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
も
と
も
と
同
一

年
齢
階
層
内
の
所
得
格
差
が
大
き
い
高
齢
者

世
帯
の
増
加
と
い
う
人
口
の
高
齢
化
、
な
ら

び
に
単
身
世
帯
の
増
加
に
よ
る
世
帯
人
員
の

減
少
が
、
「
み
せ
か
け
の
」
格
差
拡
大
を
生

み
出
す
要
因
と
し
て
検
討
さ
れ
て
き
た
。
従

来
の
研
究
で
は
、
そ
れ
ら
の
影
響
の
い
ず
れ

か
一
つ
が
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
大
竹
（
二

〇
〇
三
）
は
、
両
者
を
同
時
に
考
慮
し
た
う

え
で
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
所
得
の
拡
大

要
因
を
検
証
し
て
い
る
。 

　
大
竹
（
二
〇
〇
三
）
は
、
二
人
以
上
の
普

通
世
帯
の
所
得
格
差
に
つ
い
て
、
八
四
年
か

ら
九
九
年
（
五
年
間
隔
、
四
時
点
）
の
「
全

国
消
費
実
態
調
査
」
に
よ
り
、
①
国
際
比
較

研
究
で
多
用
さ
れ
る
「
等
価
所
得
」
定
義
（
世

帯
所
得
を
世
帯
人
員
の
平
方
根
で
除
し
た
も

の
）
を
用
い
て
世
帯
人
員
数
の
変
化
を
捨
象

し
、
②
年
齢
階
層
別
の
等
価
所
得
格
差
（
ジ

ニ
係
数
）
を
検
討
し
て
い
る
（
高
齢
化
の
影

響
を
無
視
）。
そ
の
結
果
、
八
四
年
か
ら
九

四
年
で
は
、
ど
の
年
齢
階
層
に
つ
い
て
も
等

価
所
得
の
格
差
が
横
ば
い
も
し
く
は
縮
小
傾

向
を
見
せ
て
お
り
、
こ
の
間
の
二
人
以
上
世

帯
格
差
の
拡
大
（
ジ
ニ
係
数
の
上
昇
率
は
九
・

六
％
）
が
高
齢
化
や
世
帯
構
成
の
変
化
に
よ

る
「
み
せ
か
け
」
の
拡
大
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
九
四
年
か
ら
九
九

年
に
か
け
て
は
、
六
〇
歳
以
上
で
格
差
が
縮

小
す
る
反
面
、
六
〇
歳
未
満
で
は
格
差
が
緩

や
か
に
拡
大
す
る
傾
向
が
現
れ
て
お
り
、
特

に
二
五
歳
か
ら
三
四
歳
層
で
拡
大
傾
向
が
目

立
っ
て
い
る
。
併
せ
て
大
竹
（
二
〇
〇
三
）

は
、
前
述
の
消
費
支
出
額
に
つ
い
て
も
年
齢

別
の
「
等
価
消
費
」
の
格
差
を
検
討
し
て
お

り
、
五
〇
歳
未
満
層
で
は
九
〇
年
代
後
半
を

中
心
に
格
差
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
生
涯
所
得
格
差
の
拡
大
も
示
唆
し
て

い
る
。 

　
以
上
を
見
る
限
り
、
図
１
で
確
認
さ
れ
た

格
差
拡
大
の
う
ち
、
一
九
八
〇
年
代
の
動
向

は
「
み
せ
か
け
」
要
因
に
よ
る
と
み
ら
れ
る

も
の
の
、
と
く
に
九
〇
年
代
後
半
に
つ
い
て

は
、
六
〇
歳
未
満
層
に
お
け
る
所
得
格
差
の

拡
大
傾
向
が
現
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
九
〇

年
代
後
半
に
は
、
階
層
固
定
化
の
動
き
も
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
生
涯
所
得
格
差
の
拡
大
も

懸
念
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
歳
代
の
若
年

層
を
中
心
と
し
た
「
貧
困
率
」
の
急
激
な
上

昇
も
、
階
層
の
固
定
化
が
進
ん
だ
場
合
に
、

将
来
の
所
得
格
差
を
拡
大
さ
せ
る
危
険
性
を

孕
ん
で
い
る
。 

   

４
　
不
安
意
識
の
高
ま
り 

　
九
〇
年
代
末
以
降
今
日
ま
で
、
日
本
社
会

に
お
け
る
所
得
格
差
の
拡
大
や
社
会
階
層
の

固
定
化
と
い
っ
た
不
平
等
化
論
が
衆
目
を
集

め
た
背
景
に
は
、
客
観
的
な
事
実
の
確
認
に

先
ん
じ
て
、
既
に
人
々
の
間
の
生
活
不
満
や

将
来
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
あ

る
も
の
と
思
わ
れ
る（
５
）。
例
え
ば
、
内
閣

府
国
民
生
活
局
の
「
国
民
生
活
選
考
度
調
査
」

に
よ
れ
ば
、
生
活
全
般
へ
の
満
足
意
識（「
満

足
し
て
い
る
」
＋
「
ま
あ
満
足
し
て
い
る
」）

は
、
一
九
八
四
年
の
六
四
・
二
％
以
後
、
〇

二
年
の
四
一
・
三
％
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
低

下
し
て
お
り
、
逆
に
不
満
意
識（「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
不
満
で
あ
る
」
＋
「
不
満
で
あ
る
」）

は
、
同
時
期
に
一
五
・
一
％
か
ら
二
六
・
六

％
ま
で
上
昇
を
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
九
六

年
か
ら
〇
二
年
の
年
齢
階
層
別
の
生
活
満
足

意
識
で
も
、
一
〇
歳
代
お
よ
び
男
性
の
三
〇

歳
代
を
除
く
全
て
の
年
齢
層
で
満
足
意
識
が

低
下
す
る
な
ど
、
「
客
観
的
な
」
格
差
の
拡

大
時
期
に
、
「
主
観
的
な
」
生
活
満
足
度
の

低
下
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。 

　
む
ろ
ん
、
人
々
の
生
活
意
識
自
体
は
、
所

得
や
雇
用
と
い
っ
た
家
計
を
と
り
ま
く
経
済

的
な
要
因
の
み
な
ら
ず
、
治
安
の
悪
化
な
ど

生
活
全
般
に
係
わ
る
様
々
な
外
的
環
境
の
変

化
に
も
依
存
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
調

査
で
は
世
帯
所
得
と
生
活
満
足
意
識
に
は
正

の
相
関
が
示
さ
れ
て
お
り
、
少
な
か
ら
ず
世

帯
の
経
済
状
態
を
反
映
し
た
意
識
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。 

　
図
２
お
よ
び
図
３
は
、
生
活
不
満
の
一
因

と
思
わ
れ
る
、
仕
事
に
対
す
る
不
安
の
高
ま

り
を
表
し
て
い
る
。 

　
図
に
よ
れ
ば
、
失
業
へ
の
不
安
（
「
失
業

の
不
安
な
く
働
け
る
こ
と
」
へ
の
不
満
）
は
、

男
性
で
は
四
〇
歳
代
未
満
で
、
女
性
で
は
二

〇
歳
代
で
特
に
高
ま
っ
て
い
る
。
同
時
に
、

仕
事
へ
の
不
満
（
「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

や
自
分
に
適
し
た
仕
事
が
で
き
る
こ
と
」
へ 
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の
不
満
）
も
ま
た
、
男
性
で
は
三
〇
歳
代
未

満
で
女
性
で
は
二
〇
歳
代
で
不
満
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
。 

 

以
上
を
見
る
限
り
、
九
〇
年
代
後
半
以
降

、

若
年
層
を
中
心
に
、
「
客
観
的
な
」
格
差
の

拡
大
や
低
所
得
層
の
増
加
と
、
「
主
観
的
な
」

仕
事
不
安
の
高
ま
り
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
動
向
が
、
九
〇
年
代
の
長
期
不
況
と
い

う
景
気
要
因
に
よ
る
一
時
的
な
も
の
な
の
か
、

あ
る
い
は
雇
用
環
境
の
構
造
変
化
（
非
正
規

社
員
の
増
大
や
賃
金
制
度
の
成
果
主
義
化
等
）

に
よ
る
も
の
な
の
か
は
、
景
気
の
本
格
的
な

回
復
後
の
調
査
結
果
を
待
つ
よ
り
他
な
い
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
既
に
若
年
層
に
生
じ
て

い
る
仕
事
機
会
や
所
得
の
格
差
は
、
将
来
の

所
得
格
差
の
拡
大
や
階
層
移
動
の
固
定
化
を

生
み
出
す
可
能
性
が
高
い
。
苅
谷
（
二
〇
〇

一
）
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
学
校
教
育
後
の

エ
ン
プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
ィ
向
上
策
な
ど
を
通

じ
て
「
青
年
期
の
移
動
可
能
性
を
高
め
る
」

政
策
に
よ
り
、
一
旦
生
じ
た
格
差
を
低
下
さ

せ
る
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。 

  〔
注
〕 

 

１
「
機
会
の
格
差
」
に
つ
い
て
は
、
橘
木
（
二
〇

〇
四
）
が
、
機
会
の
不
平
等
化
と
政
策
的
対
応
を
ま

と
め
て
い
る
。 

 

２
『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
の
二
〇
〇
〇
年
七
月

号
（
№
四
八
〇
）
、
お
よ
び

中
央
公
論
編
集
部
（
二
〇
〇

一
）
な
ど
を
参
照
。 

 

３
　
勇
上
（
二
〇
〇
三
）

を
、
本
特
集
向
け
に
加
除
・

修
正
を
行
っ
た
。 

 

４
　
代
表
的
な
所
得
統
計

の
定
義
に
つ
い
て
は
、
梅
渓

（
二
〇
〇
〇
）
を
参
照
。 

 

５
　
猪
木
（
二
〇
〇
三
）

は
、
「
客
観
的
」
格
差
の
分

析
と
同
時
に
、
「
主
観
的
」

満
足
度
に
も
注
目
す
べ
き
こ

と
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
理

由
は
、
両
者
は
必
ず
し
も
直

線
的
な
関
係
で
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
し
ば
し
ば
「
格

差
意
識
」（
例
え
ば
「
主
観
的
」

な
生
活
満
足
度
）
そ
の
も
の

が
、
社
会
の
秩
序
や
安
定
性

を
左
右
す
る
可
能
性
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。 
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